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　今年も無事「陽月祭」を終えることができ、実行委員一同ほっとした気持ちでいっぱいです。初日はあ
いにくの雨天でしたが、２日目は雨もやみ、昨年より多くの方にご来場いただきました。最初の頃は、引
継ぎがうまくいっていないこともあり、右も左もわからないままでの準備は不安で仕方がありませんでし
た。会議をしても意見がまとまらず、ぶつかることもたくさんあり、逃げ出してしまいたいと何度も思い
ました。でも今は最後まで諦めなくて良かったと心から思っています。
　この第53回陽月祭は、陽月祭実行委員みんなの頑張りと、先生方の支えやご来場いただいた皆様のお蔭

で成功させることができたのだと思います。来年は後輩が第54期らしい「陽月祭」を作り上げていってくれると思いますので、
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
　最後になりましたが、陽月祭にご協力くださった先生方、在学生の皆さん、企業や他大学の皆様に心よりお礼申し上げます。

第53回陽月祭を終えて 第53期陽月祭実行委員会 委員長 
人間生活学科 医療事務情報コース 2 年　守田 麻美
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　豪州医療福祉研修では、幼稚園や老人ホームに行き、折
紙などの手遊びや日本の歌を一緒に歌って交流を深めたり、
エネルギーコントロール食やアレルギー食などの宅配ボラ
ンティアを体験しました。毎日が初めてのことばかりで緊
張しましたが、とても新鮮で充実した12日間でした。
　コアラセンターでは、コアラを抱っこしたりカンガルー
を触ったりしました。また「土ぼたるツアー」では、洞窟

の中に入り、ここでしか見ることのできない神秘的な光を見ることができました。
ツアーの最後に、南十字星や天の川など空一面の星を見て、感動しました。
　研修はあっという間に終わってしまいましたが、またオーストラリアに行きた
いと思いました。

豪州医療福祉研修に参加して 食物栄養学科 栄養管理コース １年　酒井 なつみ

　私は、８月22日から９月２日の２週間、JA 広島総合病院で実習をさせていただきました。
　最初の１週間は医事課で査定や返戻、生活保護、労災といった保険制度などについて教えていただきま
した。大学でも査定や返戻、保険制度などについて概要は習いましたが、実際に職員の方から説明を聞き、
経験させていただいたことで、より理解が深まりました。
　最後の１週間は総合受付では、診療申し込みのお手伝いや院内案内などをさせていただき、紹介カウン
ターでは、入院患者さんの案内や紹介患者診療予約申込表を各科に配布する作業などもさせていただきま
した。患者さんやスタッフの方と接することが多く、臨機応変な対応とコミュニケーションをとることが

必要であり、敬語を使いこなせることが大切だと感じました。
　最終日に、実習のまとめをパワーポイントで発表するのは大変緊張しましたが、よい経験になりました。「笑顔は最大のコミュ
ニケーション」という言葉を大切にこれからも頑張りたいと思います。

　私は、校外実習で五日市北地区学校給食センターに行かせていただきました。
　実習では、主に食材の下処理や回転釜での調理、洗浄作業を行いました。大量調理は食材の量も多く、
野菜の洗浄や回転釜の中身を混ぜ合わせる作業だけでも大変ですが、さらに給食の配送時間に間に合うよ
うに素早い行動も求められました。安全で美味しい給食を作るためには、スタッフ同士の連携が大切だと
改めて感じさせられました。
　また、小学校へ訪問させていただき、小学生に栄養指導を行いました。とても緊張しましたが、熱心に
話を聞いてくれたり、反応が返ってきた時は嬉しく思いました。この栄養指導では、自信のない態度や不

安な声は、そのまま子供たちに伝わってしまうということを実感することができ、とても良い経験となりました。
　この５日間で学んだことを活かし、就職先では、子供たちに「食べることの楽しさ」を伝えていきたいと思います。

インターンシップ(医療秘書実習)を終えて

栄養士校外実習を終えて

人間生活学科 医療事務情報コース ２年　平野 佑実

食物栄養学科 栄養管理コース ２年　福田 梨奈

　私は、「FM はつかいち」で実習をさせていただきました。ラジオのことは全く
分からなくて不安でしたが、普段では出来ない様々なことをさせていただき、良い
経験になりました。
　リポートに同行させていただいたり、CM・CD 作成、ミキサー（収録時の録音エ
ンジニア）の仕事、最終日には実際にラジオにも出演させて
いただきました。FM はつかいち内では、沢山の人が出入り
され、外から収録を見学されている人もいました。

　私が一番印象に残っていることはミキサーを体験させていただいたことです。
実際にラジオ放送の中で操作させていただきましたが、１つの CM を出したり音
楽を流すのはとても緊張しました。
　５日間という短い期間でしたが、右も左も分からない私に、親切丁寧に接して
くださったスタッフの方々に大変感謝しています。また、ラジオ業界の方から
様々な話を聞くことが出来て大変勉強になりました。

インターンシップ(企業)に参加して 人間生活学科 オフィス情報コース ２年　渡利 芙美香
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学外実習等



　９月16日に株式会社シスメックスを訪問し、ソリューションセンターとアイスクエアを見学させていた
だきました。
　ソリューションセンターでは、実際に使われていた歴代の臨床検査機器を見ました。昔のものは今より
も何倍も大きいのに、測定できる項目は今の半分以下であることを知りました。また、アイスクエアでは、
機械の生産から出荷までの工程を見学させていただきました。そこで働いている方は、女性の方が多く大
変驚きました。一人１台支給されているパソコンに組立の工程がマニュアルとして詳細に映し出されてお
り、専門スタッフではなくても正確に組み立てることが可能で、各行程ごとに

効率良く作業をされていました。機器に不備がないよう精密に組み立てることが、会社や検査データ
の信頼につながるのだと実感できました。
　驚かされることがたくさんありましたが、医療業界の進歩に負けぬよう、私も日々勉学に励み、国
家試験合格に向けて頑張っていきたいと思います。

 　８月10日に JR 広島鉄道病院を見学させていただきました。
　臨床検査技師の仕事は、検査結果を正確に出すことはもちろんのこと、患者さんとのコミュニケーショ
ンをとることも重要だということを学びました。
　生理機能検査の一つである肺機能検査では、息を吐くことが困難な患者さん
にとっては大変な検査であり、正確な検査結果が出るとは限らないことがある
そうです。正確に検査結果を出すためにも常に患者さんにお声を掛け、辛さや
不安感を無くすことも大事だということを知りました。

　今回の病院見学で、臨床検査技師はやりがいのある仕事だと改めて感じ、後期からはこれまで以上
に気を引き締めて勉学に励んで行きたいです。

　私は４月からの約４ヶ月間、呉共済病院にて臨地実習をさせていただきました。
　実習が始まる前は、多くの事を学びたいという思いの反面、長い実習を乗り越えられるか不安でした
が、クラスの友人の支えもあり無事に実習を終えることができました。
　現場では、大学では学べないことがたくさんあり、毎日が大変有意義な４ヶ月間でした。
　正確な検査結果を出すことはもちろん、患者さんの立場になって検査を行うということを大切にされ
ていて、臨床検査技師としてのあり方を改めて考えさせられました。
　私も、ご指導いただいた技師さんのように迅速で正確な業務を行い、患者さんのことを考えられるよ

うな臨床検査技師を目指していきたいと思います。
　そのためにも、２月の国家試験に向け一日一日を大切にし、勉学に励んでいこうと思います。
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　私は夏季休業中の５日間、ファニーズワッフルで実習させていただきました。
　実習では、材料の計量や洗い物だけではなく、お客様への接客や店頭に並ぶ商品つくりなどの重要な工
程にも携わらせていただきました。特に印象に残っているのはショートケーキ作りで、初めての体験で緊
張しましたが、作り方の工程やコツを教えていただき、とても良い刺激になりました。
　私はこの５日間で、丁寧に効率よく仕事をすること、他者のことを考えて行動することの大切さを学び
ました。マニュアル通りに動くのではなく、状況を見極めて判断し柔軟に行動することが重要なのだと、
第一線で働くスタッフの方々から感じることができました。慣れない作業だったため、失敗ばかりでたく

さんご迷惑をおかけしましたが、様々な業務に挑戦させていただき、大変貴重な経験をすることができました。
　今回学んだことを活かし、社会人になっても頑張りたいです。

病院見学実習を終えて

インターンシップに参加して

臨床検査学科 臨床検査コース １年　竹下     祐

食物栄養学科 食品開発コース ２年　田窪     好

シスメックス見学を終えて 臨床検査学科 臨床検査コース ２年　前峠 美月

臨地実習を終えて 臨床検査学科 臨床検査コース ３年　在間 優花



フードフェスティバル 人間生活学科医療事務情報コースが
教育優秀校として表彰されました

　昨年度の医療事務情報コース１年生が、日本医療教育財団
が実施する「医療事務技能審査試験」で合格率100％を達成し

（平成27年２月実施の全国平均は65.４％）、同財団から教育優
秀校として表彰されました。教育優秀校に選ばれたのは、全
国239校の受験校から総合的に選ばれた20校です。
　この試験に合格すると「メ
ディカルクラーク」の称号
が与えられ、医療事務職に
求められる能力を証明する
ものとして医療機関から高
く評価されています。

　平成28年８月31日～９月４日に、神戸国際会議場で開催された「第32回世界医学検査学会 IFBLS2016KOBE」 
に参加しました。
　国内の学生代表の方々とは、６月の事前学習会から協力し合うことで友好を深めることができ、さらに海
外の学生の方々とも国際交流を行う事ができました。
　このフォーラムを通して、お互いの国の臨床検
査技師の教育、社会的地位などの違いが理解で

き、更には今後の課題も見据えることに繫がりました。
　今回、このような貴重な機会を与えて下さった方々に感謝しながら、
次世代の臨床検査技師を担う一員として、より積極的に国際交流を推
進していきたいと思いました。

　日本のこんにゃく芋の生産量は、平成16年から10年間で19％減少し、
需要の掘り起こしが業界の課題となっています。広島市佐伯区にある寿
マナック株式会社では、新たなこんにゃくの食べ方を模索し、粒状のこ
んにゃく製品など多くの商品開発を行ってこられました。
　同社から「女性の感覚を取り入れた商品開発」の相談があり、この９
月から共同研究契約を結び商品開発に協力することになりました。

　食品開発コースの２年生が中心となって、開発中の製品を食べ、調理
し、意見を交換しながら改良を提案しました。その結果、「わらびもちこ
んにゃく」（仮称）として来年１月から販売されることが決まりました。学
んできた知識と女性の感性を活かし、学生が主体となった取り組みが実
を結び、参加した学生も達成感を感じることができたと思います。
　このような実践的な取り組みを次年度からアクティブラーニング形式
の授業に発展させることとしています。

　平成28年10月12日～14日、東京国際フォーラムにおいて「第42回日本診療情報管理学会学
術大会」が行なわれ、本学からは10名の学生と教員が参加しました。
　初日の学生セッションでは８組が発表し、専攻科（診療情報管理専攻）の川嵜 裕美子さんが
優秀賞を受賞しました。この賞は、第38回の名古屋での学会に続き２度目の受賞になります。
　今回は、３年に１回の「診療情報管理協会国際連盟（IFHIMA）第18回国際大会東京国際フォー
ラム」も同時開催され、WHO 関係者や各国の医師や診療情報管理士などとの交流もできました。

　平成28年10月29日～30日に、広島城周辺で開催されたフード
フェスティバルに出展し、季節の食材を使った焼き菓子の販売
やおからを使ったドーナツの実演販売を行ないました。
　前日からの雨で足元が悪い中、たくさんの方にご来場・ご購
入いただき、焼き菓子は両日とも14時ごろに売り切れました。
　参加した学生は、普段何気なく購入しているものが、どの
ように作られ、どのように販売されているか身をもって体験し、
販売者としての大変さを感じることができたと思います。

第42回日本診療情報管理学会学術大会に参加して

アクティブラーニングの
考え方を教育現場へ
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臨床検査学科 臨床検査コース ３年　村中 美樹国際学生フォーラムに参加して



卒業生 頑張ってます

　私は、４月から広島大学病院の微生物検査部門で臨床検査技師として勤務しています。毎日、様々な検体を
培養し、抗原抗体検査やウイルス検査などを行っています。
　検体によっては、菌量が違ったりするので、それを考えながら培養したりと毎日工夫して仕事をしています。
ただ検査するのではなく、先生方が求めている目的菌の培養法を確認し、正確な検査ができるように適正な検
体採取方法の提言をしたり、先生方となるべく多くコミュニケーションをとり、情報交換をしながら検査をす
るように心がけています。
　まだまだ分からないことばかりですが、優しい先輩方に助けられながら、

毎日楽しく仕事を頑張っています。学生時代を振り返って思うことは、毎日大変なことばかりで
したが、一緒に頑張れる友達がいたことが私にとっては大きかったと思います。つらい時でも友
達と支え合ってきたので、最後まで乗り越えることが出来ました。これからも学生時代に頑張っ
てきたことを忘れず、日々前を向いて常に成長できる臨床検査技師になりたいと思います。

臨床検査学科 臨床検査コース 2016年３月卒　鴨川 瑞樹臨床検査技師としての一歩

　私は、この度、第30回管理栄養士国家試験（2016年３月15日実施分）を受験し、合格することができました。これ
まで何度か受験してきましたが、なかなか120点の壁を越えられず、悔しい思いをしてきました。合格するには今
までと同じ勉強方法ではダメだと思っていたとき、新しい勉強方法と出会いました。それから１年間休むことなく
勉強を続けてきました。仕事をしながら勉強を続けることは大変でしたが、娘の応援もあり、また同じ資格を目指
す仲間と出会い、お互いに切磋琢磨しながら目標に向かって進んでいくことで、
勉強へのモチベーションを保ち続けることができました。この経験を活かして、
第31回を受験する仲間の力になれるよう、合格した今でも勉強会に参加し一緒

に勉強しています。
　現在は、ご縁があり、この夏から小学校で栄養職員として働いています。給食を食べる子ども達
の姿を見ながら、成長を日々感じています。子ども達が安心して食べることができる給食作りはも
ちろんのこと、給食を通して色々なことを学んでもらえるようにしていきたいと思っています。

食物栄養学科 栄養管理コース 2004年３月卒　篠塚 智子念願の管理栄養士に合格して

　私は、福祉用具レンタル・販売の会社で事務員として勤務し３年目になります。メインの業務内容は介護保
険請求事務や資料の作成などです。
　専用のシステムやインターネット、ワードやエクセルといったパソコンの様々な機能を使用するので、検索
や操作に慣れていることが重要だと思います。商品のチラシを作成すること
もあり、大学で学んだことが大変役立っています。情報の登録や手続きで複
雑な部分もありますが、お客様や営業の方に迷惑がかからないように、色々
な角度からチェックしミスを防ぐようにしています。また、営業の方との意

思疎通もしっかりするよう心がけています。
　日々の業務に追われますが、ビジネスマナーやコミュニケーションの質をより高めていかなけ
ればなりませんし、介護保険・福祉用具の勉強や業務改善・効率化などについて考え実践してい
きたいと思います。

人間生活学科 オフィス情報コース 2014年３月卒　山口 恵理日々スキルアップを目指して

　私は大学を卒業後、地元の島根県立中央病院で診療情報管理士として勤務しています。
　主な業務内容は、退院時サマリーやインシデントレポート、死亡診断書などの診療録監査、診療記録の開
示準備などを行っています。医療の基礎知識、診療情報管理に必要な知識はもちろん、在学中に学んだビジ
ネスマナーやパソコン技術のほか、同院で実習させていただいたことはとても今の自分に活かされています。
　入職してから半年が経ち、覚える仕事が多く悩むこともありますが、そのたびに親身になってアドバイス
やご指導くださる先輩方に助けられています。何事も経験が大事だと考え、前向きに取り組むことでやりが
いを感じる毎日を過ごしています。勉強することはまだまだ多いですが、これからも初心の気持ちを忘れず

に様々なことに挑戦し、病院に必要とされる診療情報管理士を目指し頑張っていきたいです。

専攻科（診療情報管理専攻）2016年３月卒　加村 菜月病院に必要とされる診療情報管理士を目指して
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保護者会のお知らせ
　在学生の保護者を対象とした保護者会を以下のとおり
開催します。
　詳細につきましては、後日郵送にてお知らせいたします。

１．期　日　　平成29年３月25日（土）
２．会　場　　山陽女子短期大学
３．内　容　　学生の指導体制（教務部・学生部）
　　　　　　　就職支援体制（就職指導部）
　　　　　　　チューターとの個人面談 他

試　　　験 初段 １級 準１級 ２級 準２級 ３級 初級 上級

MOSExcel2010 22

情報処理技能検定（表計算） 1 1

日本語ワープロ検定 7 10 10

文書デザイン検定 4 7

ビジネス文書技能検定 1 9

〔検定試験合格者数　2016年４月～９月〕
（人）

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●    ●  ●  ●  ●  ●  ●    山陽女子短期大学　2017年度入試    ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  

〈人間生活学科／食物栄養学科／臨床検査学科〉

⑶一般入学試験
入試区分 学　　科 出願期間 試 験 日 合格発表日 入学金納入期限

Ⅰ期 全学科 2017年１月16日(月）
～１月31日(火)必着 2017年２月 ４日(土) 2017年２月 ８日(水) 2017年２月15日(水)

Ⅱ期 全学科 2017年２月13日(月）
～２月28日(火)必着 2017年３月 ４日(土) 2017年３月 ８日(水) 2017年３月15日(水)

Ⅲ期
(大学入試センター
試験利用入学試験）

人間生活学科
食物栄養学科 2017年３月６日(月)

～３月21日(火)必着

個別試験等は
実施しません

2017年３月28日(火) 2017年３月30日(木)
臨床検査学科 2017年３月24日(金)

⑷特別入学試験
入試区分 学　　科 出願締切 試 験 日 合格発表日 入学金納入期限

社会人

【出願期間】
2016年10月31日(月)～
2017年 3月13日(月)

全学科

2017年１月 ９日(月)必着 2017年１月14日(土) 2017年１月18日(水) 2017年１月25日(水)

2017年２月13日(月)必着 2017年２月18日(土) 2017年２月22日(水) 2017年３月 １日(水)

2017年３月13日(月)必着 2017年３月18日(土) 2017年３月23日(木) 2017年３月30日(木)

推薦入学試験

入試区分 学　　科 出願期間 試 験 日 合格発表日 入学金納入期限

公募Ｃ 人間生活学科
食物栄養学科

2017年3月6日(月)～
3月21日(火)必着 2017年3月24日(金) 2017年3月28日(火) 2017年3月30日(木)

推薦入学試験
入試区分 学　　科 出願締切 試 験 日 合格発表日 入学金納入期限

自己推薦

【出願期間】
～2017年 3月13日(月)

人間生活学科
食物栄養学科

2017年1月９日(月)必着 2017年1月14日(土) 2017年1月18日(水) 2017年1月25日(水)

2017年2月13日(月)必着 2017年2月18日(土) 2017年2月22日(水) 2017年3月 1日(水)

2017年3月13日(月)必着 2017年3月18日(土) 2017年3月23日(木) 2017年3月30日(木)

一般入学試験
入試区分 学　　科 出願期間 試 験 日 合格発表日 入学金納入期限

Ⅰ期 全学科 2017年1月16日(月)～
1月31日(火)必着 2017年2月 4日(土) 2017年2月 8日(水) 2017年2月15日(水)

Ⅱ期 全学科 2017年2月13日(月)～
2月28日(火)必着 2017年3月 4日(土) 2017年3月 8日(水) 2017年3月15日(水)

Ⅲ期
(大学入試センター
試験利用入学試験)

人間生活学科
食物栄養学科 2017年3月6日(月)～

3月21日(火)必着

個別試験等は
実施しません

2017年3月28日(火) 2017年3月30日(木)
臨床検査学科 2017年3月24日(金)

特別入学試験
入試区分 学　　科 出願締切 試 験 日 合格発表日 入学金納入期限

社会人

【出願期間】
～2017年 3月13日(月)

全学科

2017年1月 9日(月)必着 2017年1月14日(土) 2017年1月18日(水) 2017年1月25日(水)

2017年2月13日(月)必着 2017年2月18日(土) 2017年2月22日(水) 2017年3月 1日(水)

2017年3月13日(月)必着 2017年3月18日(土) 2017年3月23日(木) 2017年3月30日(木)
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　我々は、他人から色々と言われた時に自分を守ろうとして、小さい子から大人まで、あれこれ理屈を
言って（時として人は屁理屈、あるいは言い逃れともいう）自分の正当性を主張します。一方では、これ
はなぜだ！理屈を知りたいと好奇心も旺盛です。好奇心の塊である我々のごく一部の人が理屈を実験で
証明し、ノーベル賞やイグノーベル賞を受賞します。好奇心の塊がヒトの進化の推進力の一つでもある
と思います。好奇心が無くなったらつまらないです。好奇心から、自分が知らないことを知るというの
は大きな楽しみの一つです。好奇心があれば前向きになれます。皆さんはスマートホン（私はタブレット）
を持っているので「あれっこれ何だろう、どうして？」と思ったらチェックしてみましょう。スマホの答
えが正しいかどうか別にして、ちょっと得した良い気分になるでしょう。

学長
石永 正隆

学 長 通 信 好奇心は楽しさの源泉

2016年度
学年暦

12月23日 冬季休業開始
１月６日 冬季休業終了
１月10日 授業開始

２月２日～10日 後期定期試験
２月４日 一般入学試験（Ⅰ期）選考日

２月12日 食物栄養学科卒業制作展及び作品展
診療情報管理士認定試験

２月17日 成績発表
２月20日～21日 追再試手続

２月22日 臨床検査技師国家試験
２月24日～３月１日 追再試験期間

３月４日 一般入学試験（Ⅱ期）選考日
３月８日 追再試験成績発表
３月14日 卒業式予行
３月15日 卒業式
３月16日 春季休業開始
３月24日 推薦入学試験（公募C）・一般入学試験（Ⅲ期）選考日


